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人間工学を考慮した歯科治療器具（Yブラシ）

田中俊樹

u .歯周疾患

歯周炎は、一般に総称して歯憎膿漏と呼ばれて

おります。乙の疾患の成因は、①細菌（ g r am  

（ー）停菌群、 Bacteroides, Fu-

s o b a c t e r i u m，その他） ②宿主（遺

伝的歯肉の形態、抵抗性、唆合関係、その他）

③時間の重fllとより引き起とされます。乙の疾患

の特徴は、一般的tζ慢性的な進行をし、日本人成

人 50～5 4才においては 68. 0 %という高い

稽患率を示している乙とです。

上記のニ大疾患の治療にあたり、最も重要視さ

れているのが細菌群の物理機械的除去、いわゆる

ブラッシシグが上げられます。プラヲシングの目

的は食吻残濫を栄養源とする細菌群、すなわち歯

垢（ Dental Plaque）令除去すると

とによります。乙れが完全lζ行われれば、乙れら

の疾患に躍思しない事は言うまでもありません。

しかし、すでに上記に示したように、との高い

擢患率はその革本となる楓械的歯垢除去が行われ

ていない現状を示唆しています。
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（はじめに）

日本における近代歯科医療は国際化、材斜工学

の進歩、そして情報網の発遣により、その伎術、

診査、診断におきめざましい苑展を遂げておりま

す。 W HO  (W o r I d He a I t h O r -

ganization）は 20 0 0年までに l2 

才までの DMF  (D: decayed, M: mi 

s sing, F: f i 1 1 e d）歯数を 3以下と

いう目憶を打ち出しています。しかし、日本の歯

科疾患の現状は、未だその域iζ辿りつけそうもあ

りません。その大きな原因には一般への歯科情報

の提供の不足、さらに各個人の口腔内の健康lζ対

する自己管理意識の低さなどが挙げられるのでは

ないでしょうか。そ乙で私は口腔内疾患の成因を

もう一度示し、予防歯科医学の観点より、最も重

要な治療用具の一つの歯ブラシlとスポットをあて

人間工学的にその機能性金追及し、歯ブラシとフ

ロスホルダーを一体化する事はより、歯科の二大

疾患のう蝕、及び歯槽膿漏の原因となる歯苔の除

去の効率を向上させる事ができると考えておりま

す。

く歯科の二大疾患〉

I •う蝕（むし歯）

う蝕の成因は、①細菌（ gram （＋）球菌群
streptococcus mu  tans, 

streptococcus miti s他）

＠宿主（遺伝的歯質の素性、歯牙、歯列の形態、

位置他｝ ＠ショ槍 ＠時間という 4つの因子が

重なり合った時iとう蝕の売現が現れます。また、

乙の疾患の特徴としては、生体の実質欠損（歯質

の殴化、脱灰）が進行していた場合、非可逆的で

自然拍車が行われない事にあります。
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＜効率的歯苔除去の為のデザイン＞

私達はう触、歯槽膿漏の始発部の統計学的デー

タ－金基lと、より確実、効率的な機械的歯垢除去

を目的とした歯ブラシを考案致しました。

う蝕の始発部位は、 19 5 9年lと島田ら多数の

研究者lζ より明らかにされているように、小寵裂

溝が最も高い値を示していますが、乙とで見落と

す事ができないのは、歯と歯の接触点部位もそれ

に並び、高い数値を示している事です。また、歯

槽膿漏においては、不潔域と呼ばれる、歯苔残留

（ラパーフロスの開発）

従来の歯間清掃用具は、糸状のデレタルフロス

というものを手やフロスホルダーに巻着けたりし

たものが一般的でしたが、今回私は、使用用途の

簡素を考え、しかも強度のあるラミテック素材の

ラパーフロスを Yブラシの後部iζ取り着けるよう

に製作致しました。

0.6 """" 

部位と一致して発症している事もすでに明らかに 8.0m~ 

なっております。

乙れらの点令考慮し、その毛先が不潔域tζ少し

でも到達しやすく、なおかっ歯ブラシだけでは決

して落とす事の出来ない、歯間部の清掃ができる

もの金考えなければ、有効な予防器具とは呼ぶ事

が出来ません。私達の行った日米フロッレシグ意

蹴調査（ 5月発表）では、米国 70%に対し日本

ではたった 13 96という結果を得ました。乙の乙

とは歯間部う蝕の予防lζ非常lと有効なフロッシン

グが、日本においていかに日常化されていないか

告示しています。

そ乙で歯列弓のR、歯冠径の数値の分析を行い、

最後臼歯部及び歯間部、歯頭部の不潔域lζ毛先が

届きやすく、またフロッシング（歯と歯の聞の膚

掃）が行いやすいように全体型知金ゆるやかな S

字型とし、後部をフロスホルダ一機能を持つ Y宇

型にしました。
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・ワンパンドで~悶に彊
しく酒iiに浸蝕点罰のよ
ごれを除くことができま
す．

500%モジュラス：40kg/ad

引張強度：230kg/caf

伸び率：830%

・歯列弓lこ泊ったヘッド
部の円・m1季、軍後白箇
部の不潔緩へのプラッシ
ンクを容易にしました．
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